


公益社団法人  日本歯科医師会

― 歯科医師の倫理綱領 ―

われわれ歯科医師は、日頃より歯科医学および歯科医療の研鑽を通じて培った知識や技術を
もって、人々の健康の回復と疾病の予防のために貢献するものである。

一、専門職として歯科医学と歯科医療の発展のために尽くし、医療倫理の実践に務める。

一、専門職であることを念頭に、法を遵守し適切な説明を行い、常に愛情を持って患者
のために社会的使命を果たすように努める。

一、自己の知識、技術、経験を社会のために提供し、社会福祉および国民の健康向上の
ために努める。

表紙に寄せて

　国宝の「橋」の袂で一本の桜が春を告げています。
解剖学上の「橋」は、小脳や大脳を繋ぐ神経核の集
積地であり、そのニューロンの活動はこれまでも星
の煌めきに例えられてきました。
　近年の複雑系物理学の知見によれば、脳のニュー
ロン網と宇宙網は、フラクタル性や力学原理におい
て極めて高い相関性を示すそうです。脳と宇宙の構
造の酷似は、まさに「天人合一」を科学が追認した
形。体内にある小宇宙の存在にワクワクします！
　一方、歯科保険診療の「橋」における逆ザヤ問題
は、もはや制御不能な特異点に達しているようで…

（N・A）



Ｒ．８．３ 熊歯会報

５つの所管をまとめ、

牛島執行部を支えます！

常務理事　椿　　　賢

　いつも本会へご協力いただきまして誠にありがとうございます。牛島会長より常務理事の
職を拝命致しました椿賢と申します。前期までは医療対策委員会で大変お世話になりました。
改めて御礼申し上げます。
　今期から医療対策委員会、広報委員会、災害歯科・警察歯科、コンプライアンス推進室、
裁定審議委員会を担当させて頂く事となりました。
　医療対策委員会にはこれまでも、これからも「是は是、非は非」の精神で松原良太理事を
筆頭に８人の委員の先生方が会員の為、県民の為に尽力いたします。私も医療対策委員会の
後方支援を行ってまいりますので医療事故やトラブルでお困りの時は直ぐに事務局へご連絡
くださいますよう宜しくお願い致します。
　広報委員会は今期から初めて携わっております。委員会に参加させて頂きましたが、秋山
理事をはじめ６人の委員の先生方が会報を作成する為に毎月何度も校正されている姿を目の
当たりにし、１冊の会報を作成するのに大変なご苦労されていることを知りました。そこで
会員の先生方にお願いがあります。熊歯会報など冊子等は必ずお目通しいただきますよう宜
しくお願い致します。
　災害歯科・警察歯科では災害が起こった時、迅速に対応すべく準備を行ってまいります。
令和７年８月に発生した線状降水帯で多くの会員や県民が被災されました。県内では20数件
の歯科医院が被災し、そのうち２件は復帰の目途も立たない程の甚大な被害を受けました。
災害はいつ、どこで起こるか分からない時代になってまいりました。もしも災害が起きた場
合、JDAT（Japan Dental Alliance Team：日本災害歯科支援チーム）や保健所との連携等
で地域の先生方にご尽力頂くことがあるかもしれません。その時はご協力の程宜しくお願い
致します。
　４月より新設されるコンプライアンス推進室は牛島会長の肝いり施策の１つです。コンプ
ライアンスとは簡単にいうと「法令遵守」です。昔に比べると息苦しさを感じることもあり
ますが、現代はまさにコンプライアンス重視の世の中です。会員、事務局、県民と多方面で
問題がおきた時に迅速に対応するための部署になります。私自身がコンプライアンス違反を
侵さないように職務に努めていく所存です。
　裁定審議委員会は増田憲元先生をはじめとするベテランの先生方８人で構成されておりま
す。先生方も、当委員会の出番が無い事を切に願われております。会員の皆様もお世話にな
らないようにどうか規律の順守を宜しくお願い致します。
　これから約２年間、牛島執行部として会員の皆様と県民の皆様の為にしっかりと会務を遂
行してまいりますが、まだまだ至らぬ点も多々ございます。ご指導ご鞭撻のほど何卒宜しく
お願い致します。
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います。 日歯連盟と社団は連携体制を整え
ていますが、地域の歯科医師会として大事な
のは、地元でしっかりと地に足がついた形で、
会員の先生方に有効に活用いただくこと。例
えば、公衆衛生の歯科保健事業について、地
域で歯科保健の文化を育んでいく、それがと
ても大事で、それが本会の根本になります。
　今年１年間、そのことを心に留めていただ
き、どうぞよろしくお願いします。

３．議長選出：牛島会長
４�．議事録署名人：�神山・永松監事、牛島会

長
５．会務報告：（自：12月19日～至：１月22日）
本会総務：�県知事・熊本市長新年挨拶、理事

会、常務理事会
学　　術：�県歯科衛生士会共催講演会、歯周

病対策プロジェクトセミナー、県
薬剤師会共催多職種連携推進研修
会

社会保険：社会保険委員会（Web）
地域保健学校歯科：�糖尿病・歯周病医療連携

研修会（Web）、フッ化
物洗口推進打合せ

地域包括ケア：�がん医科歯科連携登録医のた
めの全国共通がん医科歯科連
携講習会

広　　報：�広報アンバサダー打合せ、熊歯会

連携体制の強化から活用へ

　１月27日（火）午後７時より県歯会館におい
て、牛島会長他全役員、神山・永松監事出席
のもと開催された。
１．開会：工藤副会長
２．挨拶：牛島会長

　2026年最初の理事会です。今年１年、会務
に力添えをいただきますようお願いします。
今年は丙午です。古来より、勢いを持って物
事を進める力が高まる年と言われています。
社会経済情勢が大きく揺らぐ昨今ですが、歯
科医師会は、着実に前に、また寄り添い、しっ
かりと会の運営と地域医療を進めて行きたい
と考えています。
　診療報酬改定において、全体でプラス３%
を超える改定が30年ぶりに決定しました。こ
れは、医療・福祉団体からの要望に対して、
高市内閣が答えてくれました。 ただ、日歯
連盟で詳しく分析をすると、物価高騰、賃金
上昇の部分を除いて、歯科の技術料はプラス
0.31%、前回はプラス0.58%でしたので、前回
よりも技術料の点数が少なくなっています。
物価高騰、賃金上昇の部分は、衆議院が解散
しているので決まるにはまだ少し時間がかか
りそうですが、分析の結果は、病院の方にか
なり手厚い改定になった印象です。詳細が決
まりましたら、会員の先生方がしっかりとそ
れを算定できるように手助けをしていきたい
と思います。
　令和７年度補正予算では、合計32万円の支
援パッケージの他に、災害時歯科保健医療提
供体制整備事業が47億円組まれています。都
道府県でどのように有効活用していくか検討
されており、本県も各郡市で必要な物の相談
を受けながら、検討していきたいです。
　連盟が財源を取り、社団がそれを有効に活
用する方法を考える。本当に連携がとても大
事で、連携がうまくいかなくては、せっかく
財源を取っても、絵に描いた餅になってしま

― 第９回理事会 ―
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報12月・１月号校正
医療対策：�コンプライアンス推進室会議、医

療相談・苦情対応
厚生・医療管理：�厚生・医療管理委員会（Web）
センター：�管理運営委員会、役職員会、50周

年記念式典打合せ
学　　院：�終業式、始業式、一般・社会二次

入学試験
国保組合：九歯連役員会、九歯連協議会
事 業 課：各社面談
以上、各担当役員より報告がなされた。
６．報告事項：
　１．退会会員について
　２．会員の表彰について

［令和７年度公益社団法人日本学校歯科医会
会長表彰：15名］� （敬称略）

表彰式：�令和８年３月18日（水）
　　　　日学歯第115回臨時代議員会
　　　　（於：日歯会館）
　３�．令和７年度歯・口の健康啓発標語コン

クールの審査結果について
　　・�最優秀賞受賞　長洲町立長洲小学校３

年　長本百華 様
　　　表彰式：�令和８年２月18日（水）
　　　　　　　日学歯加盟団体長会
　　　　　　　（於：日歯会館）
　４．12月末会計現況について
　５．その他
７．連絡事項： 
　１．２月行事予定について
８．承認事項： 
　１．新入会員の承認について
　 【承�認】第３種会員１名の入会について審

議の結果、承認した。
　２．共催・後援名義使用依頼について
　 【承�認】①［共催］令和８年度口腔外科ベー

シックセミナー／熊本市歯科医師会
　 【承�認】②［後援］令和７年度熊本糖尿病

ネットワーク研究会in球磨圏域・鹿本
圏域・宇城圏域／熊本糖尿病ネット
ワーク研究会

　 【承�認】③［後援］令和７年度「国スポ選
手を中心としたアンチ・ドーピング教
育・啓発事業」熊本県講習会／公財）
熊本県スポーツ協会

　３�．関係機関・団体からの役員等の推薦に
ついて

　　・�地域医療研修センター運営委員／国立
病院機構熊本医療センター

　 【承認�】推薦：牛島会長（令和７年度期～
２年）

９．議題：
　１�．関係機関・団体への会費等の納入につ

いて
　 【可�決】①令和７年度参加団体分担会費／

熊本地域リハビリテーション支援協議
会：１万円

　 【可�決】②第16回熊本県医療・保健・福祉
連携学会賛助金／熊本県医療・保健・
福祉団体協議会：１万円

　２�．令和７年度第２回臨時代議員会会務報
告について

　 【可�決】審議の結果、修正があれば２月２
日までに担当職員へ連絡することと
し、原案通り可決承認した。

　３�．令和８年度熊本県歯科医師会会計収支
予算書（案）及び積立金収支予算（案）
について

　 【可�決】審議の結果、原案通り、代議員会
へ上程することを可決承認した。

　４�．災害時歯科保健医療提供体制整備事業
購入車両（デリカ）の自動車共済につい
て

　 【可�決】審議の結果、くまもと共済と６等
級・車両一般（免責０−０）を契約す
ることを可決承認した。

　５�．令和７年度第42回中規模県歯科医師会
連合会提出協議題について

　 【可�決】審議の結果、回答案を原案通り、
可決承認した。

　６�．令和７年度第２回九地連協議会提出協

郡市名 氏　名 郡市名 氏　名
熊 本 市 伊東　隆利 熊 本 市 澤木　孝明
熊 本 市 田島　貞子 熊 本 市 奈良　健一
宇土郡市 浦田　健二 玉名郡市 冨永　浩義
荒 尾 市 北野　正民 菊池郡市 荒木　　靖
菊池郡市 伊藤　明彦 菊池郡市 原田秀一郎
阿蘇郡市 児玉　睦雄 阿蘇郡市 田上　大輔
下益城郡 渡辺　賢治 八　　代 守永　純一
人吉球磨 太田　良生
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議題回答について
　 【可�決】審議の結果、回答案を原案通り、

可決承認した。
　７�．県歯共済互助入院給付受給権の効力消

滅後に提出された申請の給付について
　 【可�決】審議の結果、国保組合のレセプト

で確認できない会員であったため、給
付を可決承認した。

　８�．令和８年度県歯会費及び負担金免除申
請の認定について

　 【可�決】審議の結果、療養中の会員からの
申請のため、会費及び負担金の免除を
可決承認した。

10．監事講評：
　神山監事：
　　�「今回の衆院選について、高市総理が就

任してまだ３ヶ月ですが、今回はその真
意を問う選挙と言われています。約700
億円もの税金が投じられます。色々な意
見があると思いますが、私個人の一市民
としては、議員だから、短い期間での解
散・選挙ができるのではないか、という
感も否めません。世論を見ましても、例
えば70代以上の方々の７割以上が「なぜ
こんなに早く選挙をしなければならない
のか」と疑問を持たれている意見もあり

ます。私自身も、どちらかと言えばそう
した方々の意見に近い思いを抱いており
ます。」

　永�松監事：「選挙の度にいつも思うのは、「堅
実な政策」を掲げ、「見識を持った政治家」
が我々の中から出てきてほしいというこ
とです。

　　�年末に大掃除をしていましたら、元日歯
会長の大久保先生の著書が出てきまし
た。久しぶりに手に取って読んでみたの
ですが、そこには歯科医療の役割がこう
記されていました。「歯科保健・歯科医
療とは、口腔機能の維持と増進を通じて、
食や会話という人間の『生きる力の根幹』
を支える『生活の医療』である」 という
表題を掲げ、非常に深い見識を示されて
います。また、歯科医療が持つパブリッ
クマインドに基づき、地域経済の活性化
に役立つような会の活動が必要であると
いうことも説かれています。今の私たち
にとっても、非常に学びの多い一冊です。
皆様も機会があれば、ぜひ手に取ってみ
てください。」

11．閉会：椿副会長
� （広報　秋山 清）
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歯科・薬科連携のもと学ぶ
MRONJ・抗血栓療法服薬支援

― 多職種連携推進研修会 ―

　１月18日（日）午前９時30分より県薬剤師会
館多目的ホールにて、県薬剤師会主催・県歯
会共催の標記研修会が、参加者38人（歯科医
師：18人・薬剤師19人・歯科衛生士１人）を
集め開催された。
　県薬剤師会久保田忍常務理事の司会のも
と、大林副会長より開会の挨拶があり、豊田
理事が座長として進行された。
　まず、熊本大学病院歯科口腔外科 平山真
敏助教より以下２題についてご講演いただい
た。
①「MRONJ」の現状や症例供覧　
　○�顎骨壊死の現状について症例をふまえ提

示され、顎骨壊死を起こす薬剤の種類を
説明された。

　○顎骨になぜ起こるのか？
　　�口腔内の細菌量・骨までの外界との距離

が近い（粘膜が薄い）・骨のリモデリン
グが早いなどの原因が考えられる

　○�発生頻度は低用量BP0.01％、高用量BP 
1.6％、低用量Dmab0.01％、高用量Dmab 
3.1％

　○�治療法として保存治療と外科的治療の説
明

　　�顎骨壊死は感染が原因という考えになっ
ている。原則休薬せずに治療を進めてい
き、発症させないために医師・歯科医師・
薬剤師の連携、患者の口腔ケアへの意識
向上が重要である。

②�「抗血栓薬内服患者に対して歯科医師が気
をつけること」

　○�抗血栓療法患者の抜歯に関するガイドラ
イン2025年版を提示され、抗血小板薬は
休薬、減量する必要はない。

　○�ワーファリンは適切なPT-INRの範囲
内であれば休薬、減量する必要はない

（INR3.0以下を推奨）

　○�DOACはINRの評価ができないが、原則
休薬せず処置を行う

　○抗血栓療法の休薬はリスクが大きい
　○�抗血栓薬に関連する薬として抗菌薬・

NSAID/アセトアミノフェン・抗真菌薬
で抗血栓薬の効果増強する可能性がある

　出血の可能性を事前に把握することが重要
であり、問診にて内服歴はもちろん、病歴・
これまでの抜歯時の状態など踏まえたうえで
処置に臨むことでリスクは軽減する。

　次に、「薬を飲むから考える－多職種で取
り組む服薬支援－」と題し、県薬剤師会地域
保健委員 森直樹先生よりご講演いただいた。
　「薬をきちんと飲めているか？」
　高齢者フレイル（心身的・身体的）が起こっ
ている可能性が高いと認識する必要がある。
　○�多疾患・多剤併用→薬の副作用、口腔乾

燥、抗コリン薬による影響、（アレルギー
薬・降圧剤等）　

　○�吸収・分布・代謝・吸収がスムーズに行
われているのか？

　　摂食嚥下障害の服薬能力の低下
　　�薬は誤嚥しやすく、薬形の変化は注意が

必要
　　薬と食材を混ぜない

術学

講演をされる平山助教
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講演を聴講する参加者の方々

　次にグループワークの進行を県薬剤師会原
田義文理事に代わり、「地域連携」をテーマ
に７～８人の５班に分かれ行われた。
１：�顔の見える関係を築く　自己紹介等
２：�隠れたリスクを探る　具体的な２症例を

検討
３：グループ内での振り返り

　最後に、各グループより総括発表を行っ
た。その中でどのグループでも上がったもの
が、注射薬剤の記載がお薬手帳にないことが

多く、薬剤の記載についても全てではない場
合があるため、医師・歯科医師・薬剤師の情
報の一本化が必須ではないか、ということで
あった。

　その後、県薬剤師会福原慶寿副会長の閉会
の挨拶で終了した。
　初めての県薬剤師会との共同研修会であっ
たが、とても有意義な講演会であり、質疑応
答等を含め活発な会となった。
� （内野 玲）

グループワークの様子

― 8 ―



Ｒ．８．３ 熊歯会報熊歯会報

MA-Tの開発・アプローチについて知る

― 県歯科医師会・県歯科衛生士会共催 学術講演会 ―

　１月11日（日）午前10時より県歯会館４階
ホールにて、講師に大阪大学大学院歯学研究
科 顎口腔機能治療学講座 阪井丘芳教授を迎
え、『未来の口腔ケアが変わる！ MA-Tとの
出会いとその可能性～医療・介護・動物医療・
内閣総理大臣賞からオリンピック・万博へと
広がる力～』と題して、標記講演会が開催さ
れた。（会場受講60人、オンライン受講17人）
　椿副会長の開会の辞に続き講演が始まっ
た。
　講演では、がん患者の臭気対策として開発
された「MA-T」が、口腔ケア、感染症対策、
医療、エネルギー分野など多方面に応用され
てきた経緯と、その有効性が紹介された。

　MA-T（要時生成型亜塩素酸イオン水溶液）
は通常は水に近い状態でありながら、細菌や
ウイルスの存在下で選択的に反応し、除菌や
消臭を行う特性を持つ。これを応用した口腔
ケアジェルは、訪問診療や病院でのケア時間
短縮、誤嚥リスク低減、消臭・保湿・除菌を
同時に達成し、ドライマウスやシェーグレン
症候群患者のQOL向上にも寄与していると
のことであった。

　〈口腔乾燥症が生じる原因〉
　１．唾液腺そのものの異常

　２．�全身疾患（シェーグレン症候群、SLE、 
リウマチ）

　３．薬
　４．頭頸部癌への放射線治療
　５．ストレス（心因性要因）

　〈MA-Tを口腔ケアジェルに用いた理由〉
　１．�素早くプラーク・バイオフィルムが軟

化して取れる
　２．う蝕・歯周病・カンジダを予防
　３．�新型コロナウイルス・インフルエンザ

ウイルスを１分で不活化
　４．強い口臭に対する高い消臭効果
　５．�誤嚥する可能性があるため、飲んでも

誤嚥しても安全
　６．無味・無臭・無色
　７．10年以上の長期保存可能
　８．�グリセリンなし、アルコールなし、防

腐剤なし
　　　�（グリセリンは乾燥すると固くなり、

取りづらい。口腔機能の低下した患者
には使用を避けるべき。）

 
　MA-Tは内閣総理大臣賞を受賞し、医療・
介護・動物医療をはじめ、東京オリンピック、
大阪・関西万博などでも活用された。特に医
療の分野においては新型コロナウイルスの唾
液腺感染機序の解明や唾液PCR検査の普及、
感染対策に貢献し、さらに褥瘡治療への応用
や癌を小さくする作用の研究も進んでいる。

学術

MA-Tについて語る阪井教授
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　MA-Tの開発から皇室での講義、国際学会
の運営、大阪万博で歯科としてのアプローチ
など、普段聞くことができないスケールの大
きい講演内容に魅了され、質疑応答を含めた
３時間の講演会はあっという間に過ぎ、大変
有意義な講演会となった。

阪井教授を囲んで参加者全員と

　最後に県歯科衛生士会中村会長の閉会の挨
拶をもって講演会は終了した。

MA-Tやサンプルについての詳細は
日本MA-T工業会　info@matjapan.jp
� （片山 建一）

令和７年度第２回臨時代議員会 開催のお知らせ
　下記の通り令和７年度第２回臨時代議員会を開催しますのでお知らせいたします。

記

　　　　　　　日時：令和８年３月21日（土）　午後３時～
　　　　　　　会場：熊本県歯科医師会館４階ホール

 ［議　事］
第１号議案　令和７年度熊本県歯科医師会会計収支補正予算書（案）の承認を求める件
第２号議案　令和８年度熊本県歯科医師会事業計画（案）の承認を求める件
第３号議案　�令和８年度熊本県歯科医師会会費及び負担金の賦課額、賦課率並びにその

徴収方法（案）の承認を求める件
第４号議案　隣接土地購入並びに購入に伴う積立金取崩の承認を求める件
第５号議案　令和８年度熊本県歯科医師会会計収支予算書（案）の承認を求める件

 ［協　議］
１．県歯科医師会館の管理について
２．時局対策について
３．その他

※�代議員会は公開となっています。傍聴を希望される場合は、事務局に必ずご連絡のう
え、ご来場下さい。
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郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

郡市会報告

八代歯科医師会

笑顔で始まる一年

― 新年会 ―

　１月10日（土）午後５時よりホワイトパレスに
て標記会が行われた。鶴田会長の挨拶から始ま
り、来賓挨拶では牛島県歯会長より今年行われ
る点数改訂に係るお話などを頂いた。乾杯の発
声は上田忠会員より行われた。乾杯と同時に上
田理事によるDJが始まり、昭和から平成、令
和まで様々な曲を繋げてもらい、会場は大いに
盛り上がった。

　会場ではお酒を持って移動しながら新年の挨
拶をしている姿が多くあり、笑顔溢れる様子が
見られた。忙しい診療の日々で普段なかなか会
えない先生方とも近況報告や意見交換が出来
た。終盤では今年も例年通りビンゴ大会があり、
景品が当たった先生方からは喜びの声があがっ
た。その後、福田民男会員の万歳三唱で閉会し
た。会員一同元気に１年を走りきることができ
るパワーをもらえた盛大な新年会であった。

� （阿川 健太郎）

挨拶をされる牛島県歯会長

懇談の様子
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郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

人吉球磨歯科医師会

本会のさらなる飛躍を願って

― 令和８年 第１回新年会 ―

　１月15日（木）午後７時より「あゆの里」にお
いて、会員29人出席のもと標記会が開催された。 
人吉市歯会と球磨郡歯会の合併後、初めての新
年会という記念すべき節目となり、冒頭、齋藤
健三会長より新年の力強い決意を込めた年頭の
挨拶が行われた。
　本年は慶事として、傘寿を迎えられた松本晉
一会員、喜寿の新名正明会員、還暦の瀬戸雄行
会員の３人に対し、会員一同より心からのお祝
いが贈られた。その後、中原孝典会員による乾

杯の発声で祝宴が始まり、会場は大いに盛り上
がった。
　宴の終盤には恒例のビンゴゲームが行われ、
還暦を迎えられた瀬戸雄行会員が見事一等を引
き当てるという、幸先良い一幕もあった。また、
カラオケ大会では熱唱が続く中、花田理事と奥
遥会員が栄えある会長賞を受賞された。最後は
中原正弘会員による一本締めで、合併元年のさ
らなる飛躍を誓い、盛会のうちに閉会した。
� （佐々木 立命）

新年会に参加された皆様
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郡
市
会
報
告

郡
市
会
報
告

玉名郡市歯科医師会

議員、行政、医療関係者と親睦を深める

― 新年会 ―

　１月17日（土）午後５時30分より「司ロイヤル
ホテル」にて、標記会が盛大に開催された。来
賓23人と会員21人を合わせて44人の参加があっ
た。
　山本副会長の開会の挨拶後、大林会長の挨拶
があり、その中でくまもと県北病院フェスタの
イベント、２月８日に投開票が行われる衆議院
選挙などについて話された。
　続いて来賓を代表して、椿県歯副会長、西野
衆議院議員、城戸県議会議員、藏原玉名市長、
前田玉東町町長が挨拶された。その後佐々木玉
名郡市医師会長の乾杯の音頭で宴が始まった。
美味しい料理を食べながら、議員、行政、医療
関係者などとお酒を酌み交わし、様々な話題で
盛り上がり楽しい時を過ごした。

　今後、今回の交流を生かして、様々な事業で
連携を図りたい。最後に桐野副会長の閉会の挨
拶でお開きとなった。
� （永廣 有伸）

多くの来賓にお越しいただき盛大に開催

山鹿市歯科医師会

昨年以上に地域医療への貢献を

― 例会及び新年会 ―

　１月17日（土）、山鹿の横手会館にて標記会が
開催された。
　例会では、河原会長より、今年も医療連携に
一層力を入れていくとの年頭の挨拶があった。
また、工藤県歯副会長が来賓として出席され、
牛島執行部は会員ファーストで会の運営を行っ
ていくとの挨拶をされた。その後、マイナ保険
証で資格確認ができない場合の対応と、電子処
方箋について詳しい説明が行われた。

　新年会では、上記の先生方に加え、早田順一
山鹿市市長、幸村克典鹿本郡市医師会会長、江
上祥一山鹿・植木地区薬剤師会会長、坂本哲志
衆議院議員御令室、渕上陽一県議会議員、立山
大二郎県議会議員が来賓として参加され、フッ
化物洗口や全身疾患予防における歯科の重要性
などについて、新年の挨拶を頂いた。
　小川栄二山鹿市議会副議長の乾杯の音頭で新
年会が開始された。
　新年会では、衆議院議員選挙の話題や、三師
会および行政との連携について意見交換が行わ
れた。医師会、薬剤師会、行政と協力し、今年
も昨年以上に地域医療に貢献していかなければ
ならないと感じた。
� （小林 聡）

乾杯の音頭をとる小川山鹿市議会副議長
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外来では、障がいをお持ちの方の歯科診療を行っています！ ※休日診療はやっていません×

診療案内 月 火 水 木 金 土
日
祝日

外来診療 ★
10:00~13:00
14:00~17:00

休
10:00~13:00
14:00~17:00

10:00~13:00
◎

10:00~13:00
14:00~17:00

休

IV-ｓ診療
【日帰り】

● ●

★月曜：訪問診療（障がい児・者） ◎金曜午後：診療トレーニング
IV-ｓ(静脈内鎮静法)：午前は【処置中心】、午後は【P管理】にて診療しています♪

このたびは、50周年記念式典にご多用の中ご臨席賜り、誠にありがとうございました。
先生方をはじめ、日頃より本センターの活動を見守り、温かくご支援くださっている皆様に、心より感謝申し
上げます。皆様のご理解とご協力があってこそ、50 周年という節目の式典を無事に、そして意義深いものとし
て迎えることができました。
50 周年という節目を迎えた今、私たち現場のスタッフは、これまで先生方や関係者の皆様が支えてくださった
ご尽力に深く感謝するとともに、その支えに応える覚悟を胸に刻んでおります。障がいのある方々が安心して歯
科医療を受け続けられる体制を私たち現場のスタッフが心を尽くして守り抜き、さらに充実させるため、皆様
のご支援に支えられながら力を合わせて全力で取り組んでまいります。
皆様のご支援に改めて感謝申し上げ、今後とも変わらぬご厚誼を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。

口腔保健センター新聞
第７号

※設備の都合上、全身麻酔は行えません       

センターは 周年を迎えました！

― 14 ―



Ｒ．８．３ 熊歯会報

２月１日(日)、熊本市のホテル熊本テルサ３階たい樹にて、熊本県歯科医師会口腔保健センター50 周年記念式
典を開催しました。当日は来賓 36 人を含む、計 221 人と多くの方が参加され盛会のうちに終了しました。午後
1 時の開式後に口腔保健センターのこれまでの歩みを振り返る映像を 10 分ほど上映し、式辞では牛島会長より、
地域住民の口腔保健向上に果たしてきたセンターの功績や日頃よりセンターを支えてくださっている県民や行政
と関係者への感謝、今後も障がいのある方とそのご家族に寄り添う専門医療機関として、安心で質の高い歯科
医療を提供し続ける思いを述べられました。続いて、木村敬県知事や熊本市長代理の岡田芳和副市長、自由民
主党熊本県支部連合会 前川收会長より祝辞を頂きました。その後、宮崎歯科福祉センター 日髙幸一診療部長に
よる特別記念講演「障害者歯科医療の現状―地域との連携をめざして―」の演題で宮崎歯科福祉センターのこ
れまでの歴史や行政との連携の重要性をご講演頂き、続くパフォーマンスでは、スペシャルオリンピックス日
本・熊本競技チアプログラムとオハイエ音楽隊が軽快なチアダンスや歌声を披露され会場は拍手と歓声に包まれ、
福祉と芸術を通じた共生社会の一端を体感しました。その後の特別記念講演では、社会福祉法人 JOY 明日への
息吹 緒方克也理事長による「障害者歯科医療の現状―地域の中の障害者歯科と福祉―」の演題で障害者歯科医
療の歴史や変遷、障害者福祉と歯科医療の連携強化に向けた実践的提言が示されました。
締めくくりに椿県歯副会長兼口腔保健センター長が閉式の辞を述べ、50 年の歴史を支えてきた関係者への感謝
と、次なる半世紀への新たな挑戦を宣言。多彩な企画を通じて地域連携の重要性を再認識し、今後も熊本県歯
科医師会が口腔の健康と福祉向上に寄与し続ける決意を新たにした式典となりました。

  熊本県歯科医師会口腔保健センター 副センター長 大坂 栄樹

←ニュースに取り上げられました！

周年記念式典を開催しました！

木村知事より来賓祝辞をいただいた

宮崎歯科福祉センターの日髙診療部長

牛島会長式辞

椿センター長謝辞

Joy 明日への息吹 緒方克也理事長
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Legend
～伝説のささやき～

私が歯科医師になった訳
熊本市　山室　紀雄

　私は昭和11年生まれ、今年で90歳になります。私の家は父で９代続く医者の家系です。私も当
然医者になるべきものと思っておりました。学歴は白水小学校（南阿蘇村）、中学から市内の龍
南中学、昭和30年に済々黌高校卒業。小学３年生の時に終戦になっております。戦前戦後は何も
なく、私は小学４，５，６年頃にはいろいろなものを自分で作るようになりました。竹とんぼ、駒、
竹馬、下駄、高下駄、鳥籠バッタリ（鳥を捕る罠）など。高校時代に父が突然、歯科医院が少な
いので歯科医師になったらどうかと言ってくれました。私は自慢ではありませんが、手先が器用
で歯科医師を勧めたのだと思っております。私は喜んで昭和30年九州歯科大学に入学しました。
大学も学部３年生になると実習が始まり、最初は歯型彫刻でしたが、その時間が90分と長く、私
は40 ～ 50分で早々に実習室を出ることができました。義歯などいろいろ実習があり楽しいとこ
ろでしたが、他にも（酒、麻雀、パチンコ、ダンスなど）遊ぶことが多く、出席日数が足りず、
昭和38年に卒業しました。その年に東京新橋、小林光歯科医院に勤務（分院４箇所あり）私は２
年間本院、後の２年間は（羽田日本航空オペレーションセンター内分院）に勤めて昭和42年末で

退職し、昭和43年８月に現地にて開業しております。最
後に父の一日ですが年中無休365日午前８時から午後２
時頃まで外来入院患者約120人から150人を診察、昼食。
３時から役場に行き、その日の書類に目を通し５時から

（自転車で）往診。東西南北（15キロメートル～ 20キロ
メートル）８時ごろ帰宅。まずお風呂に入り夕食。その
後書類に目を通して11時ごろ床についておりました。夜
の往診週２～３回、ときには１夜に３回の往診もありま
した。このように忙しい毎日でしたが突然村会議員の
方々から村が破綻しそうだから村長になってくださいと
の要望があり、父はやむなく村長に立候補、無投票で３
期12年村長を務めることになります。何とか２期目に黒
字財政になりましたが、残念ながら病気のため67歳、昭
和43年、村長10年で亡くなりました。今思えば過労死と
しか思えません。自宅葬、そして村葬まで行われており
ます。

日比谷公園にて（約60年前）

阿蘇の自宅前で（済々黌時代）
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Ｒ．８．３ 熊歯会報

第１種会員第３種会員
川
（カワナベ　キヌエ）
鍋　絹恵

熊本市南区田井島１－２－１
ゆめタウンはません３Ｆ

いとう歯科医院

河上　　正 先生
2026年２月８日　ご逝去　84歳

◦郡　市　名：熊本市
◦入会年月日：昭和48年12月21日

出来田悌吾 先生
2026年２月18日　ご逝去　73歳

◦郡　市　名：水俣・芦北郡市
◦入会年月日：昭和56年４月28日

神戸　　威 先生
2026年２月19日　ご逝去　85歳

◦郡　市　名：上益城郡
◦入会年月日：昭和43年８月21日

谷川　元雄 先生
2026年２月25日　ご逝去　88歳

◦郡　市　名：八代
◦入会年月日：昭和42年８月24日

ご　訃　報

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
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熊歯会報 Ｒ．８．３

所管 日付 摘要 出務者

事 務 局
12月26日 事務局仕事納め

12月27日 事務局年末・年始休暇（至１月４日）

総　　務

12月19日 第１回県国民健康保険運営協議会（県庁） 牛島会長

23日

月次監査　11月末会計現況監査 神山・永松監事

赤城公徳先生叙勲伝達式 牛島会長、宇治専務理事

第８回理事会
【承認事項】
（１）共催・後援名義使用依頼
【議題】
（１）令和７年度第２回臨時代議員会日程（案）（２）令和８年度事業計画（案）（３）令和
８年度会費及び負担金の賦課額・賦課率並びに徴収方法（案）　ほか

牛島会長他全役員、中山顧問

24日
【Web】日歯令和７年度補正予算に関する情報提供（各診療所） 牛島会長、宇治専務理事

第207回九州地方社会保険医療協議会熊本部会（第二合同庁舎） 椿副会長

25日 社会保険診療報酬支払基金熊本分室長、事務局長　年末のご挨拶 牛島会長

26日
第４回財務会計委員会 宇治専務理事

【Web】くまもとメディカルネットワーク（KMN）コアメンバー会議 宇治専務理事

１月５日

事務局仕事始め式 牛島会長、宇治専務理事

県知事新年挨拶訪問（県庁） 牛島会長、宇治専務理事

熊本市長新年挨拶訪問（熊本市役所） 牛島会長、宇治専務理事

６日
第13回常務理事会　

（１）新入会員（２）後援名義使用依頼（３）災害時歯科保健医療提供体制整備事業購入車
両（デリカ）の自動車共済　ほか

牛島会長他椿副会長を除く常務理事
以上全役員

９日
県保健医療推進協議会（県庁） 牛島会長

第11回県地域医療構想調整会議（県庁） 牛島会長

10日
八代歯会新年会（八代ホワイトパレス） 牛島会長

県歯剣道部新年会および第67回九地連大会団体戦優勝祝賀会（熊本市） 椿副会長、宇治専務理事

12日 社会歯科学会理事会（東京都） 牛島会長

13日
健康づくり推進課との打合せ（診療所） 牛島会長

【Web】第２回九州各県専務理事会（診療所） 宇治専務理事

14日
支払基金審査運営協議会（支払基金） 牛島会長

【Web】補正予算・交付金に関する説明会 牛島会長

16日 規定改正等に関する打合せ 宇治専務理事

17日

玉名郡市歯会新年会（司ロイヤルホテル） 椿副会長、馬場常務理事

山鹿市歯会新年会（山鹿市） 工藤副会長

熊本市歯会新年懇親パーティー（ホテル日航熊本） 牛島会長、宇治専務理事、永江事務
局長

菊池郡市歯会新年会（ホテル日航熊本） 牛島会長

19日 UKデンタル支店長との面談（診療所） 牛島会長

20日
第14回常務理事会

（１）関係機関・団体への会費等の納入（２）共催・後援名義使用依頼（３）令和７年度第
２回臨時代議員会会務報告　ほか

牛島会長他常務理事以上全役員

22日 くま歯キャラバン隊（天草郡市）（天草プラザホテル）
（１）オーラルフレイル・口腔機能低下症について：15人 町田常務理事

学　　術

12月19日
学術委員会

（１）今年度講演会の内容確認（２）安心安全医療推進制度必須講演会（３）肝疾患コーディ
ネーター養成　ほか

豊田理事、飯盛委員長他全委員

１月11日 県歯科衛生士会共催講演会　演題：未来の口腔ケアが変わる！除菌消臭成分MA-Tとの出会
いとその可能性　講師：阪井丘芳先生　受講者：77人

椿副会長、豊田理事、飯盛委員長他
全委員

15日 第３回歯周病対策プロジェクトセミナー　演題：歯科医師と歯科衛生士の役割分担、歯科
衛生士の卒後教育　受講者：107人　講師：東克章先生 豊田理事他３委員

18日

県薬剤師会共催　多職種連携推進研修会（県薬剤師会館）　演題：講演Ⅰ「MRONJの現状
や症例供覧」「抗血栓薬内服患者に対して歯科医師が気をつけていること」講演Ⅱ「薬を飲
むから考える～多職種で取り組む服薬支援～」グループワーク「地域連携」　講師：平山真
敏先生、森直樹先生　受講者：42人

大林副会長、豊田理事、飯盛委員長
他全委員

社会保険
12月22日 【Web】社会保険委員会（各診療所）　

（１）会員向け発行物（２）個別指導立会者、個別相談対応（３）報告事項と今後の日程
椿副会長、野田・園田理事、桐野委
員長他全委員

１月７日 日歯社会保険委員会（日歯会館） 椿副会長

会 務 報 告 自　令和７年12月19日
至　令和８年１月22日
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所管 日付 摘要 出務者

社会保険
15日 【Web】社会保険小員会（各診療所）

　（１）NDBオープンデータの分析と活用について
野田・園田理事、桐野委員長他３委
員

19日 【Web】社会保険員会（各診療所）
（１）会員向け発行物（２）個別指導立会者、個別相談対応（３）報告事項と今後の日程

野田・園田理事、桐野委員長他全委
員

地域保健
学校歯科

12月19日 【Web】糖尿病・歯周病医療連携研修会　【Zoom】講師：国保水俣市立総合医療センター 
古川昇先生、九州大学歯学部 西村英紀先生　受講者：来館23人、Web 46人

馬場常務理事、松原崇士理事、髙水
間委員長他４委員

１月14日 フッ化物洗口推進打合せ　県健康づくり推進課、県体育保健課との打合せ 大林副会長、髙田理事、髙水間委員
長

15日 県PTA共済審査委員会（県総合福祉センター） 上野委員

16日
生活歯援プログラム（（公財）地方経済総合研究所） 歯科衛生士２人

第63回県高等学校保健研究協議大会（くまもと森都心プラザ） 大林副会長

22日 生活歯援プログラム（㈱城南鉄工所） 歯科衛生士１人

地域包括
ケア

12月23日 第１回県在宅医療連合会会議（県医師会） 町田常務理事

１月６日 さわやか大学校八代校講座（桜十字ホールやつしろ）　講師：久貝喜太郎先生 参加者：11人 八代歯会久具理事

９日 県医療・保健・福祉団体協議会第２回企画委員会（県医師会館） 町田常務理事

15日 さわやか大学校熊本校講座（県総合福祉センター）　講師：赤尾浩彦先生 参加者：50人 赤尾委員

18日 がん医科歯科連携登録医のための全国共通がん医科歯科連携講習会（２回目）　
受講者：15人

町田常務理事、太田・野田・園田理
事、吉武副委員長

19日
宇土市第４回カムカム健康プログラム（宇土市保健センター） 立山理事他２人

第２回県後期高齢者医療運営協議会（県市町村自治会館） 町田常務理事

20日 益城町第４回カムカム健康プログラム（ひろやす荘） 鬼塚主任

21日 【Web】地域包括ケア委員会（県歯会館、各診療所）
（１）介護者歯科実技研修会（２）HPコンテンツ（３）医療保険福祉連携学会　ほか

町田常務理事、立山・太田理事、園
田委員長他９委員

22日 【Web】介護者歯科実技研修会事前打合せ（各診療所）
（１）対応担当者（２）会場の設営（３）交通事情対応 立山理事、園田委員長、中原委員

広　　報

12月22日 広報アンバサダー打合せ 秋山理事、月精委員長

１月13日 【Web】広報委員会　熊歯会報２月号・１校目校正 【会館】秋山理事、月精委員長他３
委員【Web】他２委員

21日 【Web】広報委員会　熊歯会報２月号・２校目校正 【会館】椿常務理事、秋山理事、月
精委員長他３委員【Web】他２委員

医療対策
１月16日 第３回コンプライアンス推進室会議

（１）規程の内容（２）会員発送（３）今後の方針

牛島会長、工藤副会長、宇治専務理
事、椿常務理事、牧・松原良太理事、
弘中副学院長、井上教務部長

19日 医療対策委員会
（１）事例報告（２）委員提出協議題（３）検討事項（４）理事報告

椿常務理事、松原良太理事、町田委
員長他全委員

厚生・医療
管理

１月７日
県健康づくり推進課打合せ

（１）物価高騰対策支援事業および医療・介護等支援パッケージ（賃上げ・物価支援事業）
業務委託

宇治専務理事

８日
【Web】厚生・医療管理委員会（各診療所）
（１）医療管理だより３月号（２）2/8復職支援離職防止講演会・実習（３）3/18求人・就
業支援講演会　ほか

工藤副会長、牧理事、黒岩委員長他
全委員

17日 山鹿市歯会例会（山鹿市）　時局問題および電子処方箋の説明 工藤副会長

20日 県エイズ対策会議（県庁） 牧理事

センター

12月22日 【Web】アクティブネットワーク九州打合せ（各診療所） 我那覇副センター長

１月６日 口腔保健センター管理運営委員会
（１）令和８年度事業計画案（２）令和８年度予算案

牛島会長他椿副会長を除く常務理事
以上全役員、我那覇・大坂副センター
長、三笘常任理事

９日 口腔保健センター役職員会（口腔保健センター）
（１）50周年記念式典（２）登録歯科医制度（３）アクティブネットワーク　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長

11日
口腔保健センター 50周年記念式典動画撮影 椿センター長

口腔保健センター 50周年記念式典打合せ（ホテル熊本テルサ） 大坂副センター長

15日 口腔保健センター 50周年記念式典打合せ（口腔保健センター）
（１）オハイエ・SOのリハーサル・演奏時間（２）開場・開演時間（３）来賓背札　ほか

椿センター長、我那覇・大坂副セン
ター長、三笘常任理事、川島診療部
長

18日 口腔保健センター 50周年記念式典打合せ（ホテル熊本テルサ） 椿センター長、大坂副センター長他
協力医１人

20日 口腔保健センター職員面接 椿センター長、宇治専務理事

22日
県障がい者支援課長・健康づくり推進課長センター視察（口腔保健センター）　随行者３人 川島診療部長

口腔保健センター 50周年記念式典打合せ（口腔保健センター） 我那覇・大坂副センター長、三笘常
任理事、川島診療部長他協力医３人
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所管 日付 摘要 出務者

学　　院

12月19日

学院後期終業式 牛島学院長

鶴田胃腸内科鶴田校医年末ご挨拶 牛島学院長他１人

熊大病院中山教授年末ご挨拶 牛島学院長

第３回教務委員会
（１）行事及び諸会議（２）学生現況（３）３年生全国模試結果　ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長他３委員

１月８日 学院始業式 大林副学院長

９日 一般・社会人二次受験者確認 牛島学院長

17日 学院一般・社会人二次入学試験　受験者：３人（一般：２人、社会人：１人） 弘中副学院長

19日
第４回入学試験委員会

（１）出願者数および合格者数の推移（２）各年度合格者の学科試験点数状況（３）令和８
年度入学生一般・社会人二次成績一覧　ほか

牛島学院長、大林・弘中副学院長、
井上教務部長他全委員

国保組合
１月17日

第２回九歯連役員会（城山ホテル鹿児島） 牛島理事長

九歯連協議会（城山ホテル鹿児島） 牛島理事長、上野副理事長、宇治常
務理事他２人

18日 九州各県国保事務担当者連絡会（城山ホテル鹿児島） 田代課長他１人

事 業 課
12月23日 ユース会計社との面談 宇治専務理事

１月15日 東京海上日動パートナーズとの面談 工藤副会長、宇治専務理事
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事業課からのご案内

朝日生命　　アフラック生命　　住友生命　　SOMPOひまわり生命
第一生命　　日本生命　　メットライフ生命

[ 県歯事務局 事業課　TEL：096-343-8020 ]

下記保険会社と団体収納契約をしている為、会費明細引きがご利用可能。

個人加入の保険料が団体割引でお安くなり、保険内容に何も影響ありません。

手続きは簡単、事務局が代行します。ぜひ便利でお得な制度をご活用ください。

グループ保険は歯科医師会が契約者で
保険料を一括納付しています。

会員だけがいつでも自由に加入できる制度です。

引受保険会社 幹事 メットライフ生命

保険料がさらに
お安くなりました

最高「5000万円」の
保障が無診査で加入OK
保険期間は80才まで継続可能！

配偶者も 1000万円
まで加入OK

１年更新で配当金は
毎年加入者へ還元

其の
1

其の
２

（2025年の還元率約 49％）

会員専用グループ保険制度のご案内
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April  4
主な行事予定

7日（火）

10日（金）

21日（火）

28日（火）

第19回常務理事会 （県歯会館）

学院入学式 （県歯会館）

第20回常務理事会 （県歯会館）

第12回理事会 （県歯会館）

　３月、別れもあれば新たな出会いもある時期です。我が医院の話で申し訳ないのですが、歯科衛生士が結婚や旦那さん
の転勤に伴う引越しによる退職、産休などで、この半年でなんと４人も離脱するという医院史上最大のピンチに見舞われま
した。募集をかけても反応なし、有料求人広告をかけてもなしのつぶて。最近になってようやくハローワーク経由で１人と
新卒が１人決まり、さらに結婚退職していた初期メンバーが２人復職してくれることになり、ほっとしているところです。
歯科衛生士不足問題を正に身をもって痛感しました。
　これから少子高齢化に伴ってますます人員不足が顕著になっていくと思われます。日歯や県歯頼みだけではなく、応募者
が働きたいと思ってくれるような、また今いるスタッフにもずっと働き続けたいと思ってもらえるような魅力ある医院づく
りを私たちは心がけないといけないのだと思いました。

（G.H）編集者のつぶやき

安心・安全歯科医療推進制度
熊本県歯科医師会

熊本歯科衛生士専門学院は
Instagramでも情報発信中！

ぜひご覧ください

熊本歯科衛生士専門学院
インスタグラム


